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近年、子どもの紫外線対策や目の健康への関心が高まる中で、学校生活におけるサングラスや
カラーレンズ（色付きレンズ）眼鏡の使用について考える機会が増えています。 
 児童生徒の目を紫外線から守ることは大切です。一方で室内を含む学校生活全般を通じて常時
サングラスやカラーレンズ眼鏡の着用を一律に推奨する十分な医学的根拠はありません。児童生
徒の目の状態や感じ方には個人差があり、使用については、個々の疾患や特性、生活環境を踏ま
えた配慮が望まれます。 
 
1．通常の眼鏡レンズにも UVカット機能があります 
 紫外線防御効果はレンズの色や濃さではなく、レンズに備わった UV カット性能によって決ま
ります。視力矯正のために使用する一般的な透明レンズでも UV カット機能を備えたものが多く、
紫外線を十分にカットできます。 
 
2. 紫外線対策の基本は環境の工夫です 

子どもの紫外線対策は、つばのある帽子の着用や日陰の利用、活動時間などの環境の工夫が 
基本となります。 

 
3．医療として遮光眼鏡やカラーレンズ眼鏡が必要な子どももいます 

眼疾患による羞明（まぶしさ）、術後の管理、片頭痛、感覚過敏などの理由により、医師の   
判断のもとで遮光眼鏡やカラーレンズ眼鏡を使用している子どもがいます。 

これらは、まぶしさ、見えにくさや病気の誘発の原因となる光の一部を抑えるための医療的 
配慮であり、学校生活や社会生活において適切な理解と配慮が望まれます。 
 



4．学校生活での日常的な着用について 
健康な目の子どもに対して、薄い色を含むカラーレンズの使用を学校生活全般で日常的に推奨

する十分な科学的根拠はありません。 
学校生活では、学習活動や実験、体育活動、登下校時の安全確認など、色や明暗、コントラス

トを正確に認識することが求められる場面が多く、屋内での使用は基本的に必要ありません。 
一方、屋外で長時間活動する部活動や、人やボール・用具等との接触などにより眼外傷のリス

クがあるスポーツでは、活動環境や競技特性に応じて、スポーツ用サングラスやスポーツ用保護
眼鏡の使用が有用な場合があります。このように学校生活では様々な活動場面があり、また児童
生徒の目の状態や感じ方には個人差があります。目のことで気になることがある場合は眼科医に
相談し、一人ひとりの状況に応じた医学的な判断が重要です。 
 
5．近視対策には屋外活動が大切です 

屋外活動は、近視の発症や進行を抑えるために有用であることが報告されています。 
帽子の着用や日陰の利用、UV カット機能のある眼鏡やサングラスによる紫外線対策を行っても、
屋外は十分に明るく、近視予防に必要な光環境は保たれます。そのため、適切な紫外線対策を行
いながら、積極的に屋外で活動する時間を確保することが大切です。 
 
おわりに 

本資料は、子どものサングラスやカラーレンズ眼鏡の使用を一律に制限するものではありませ
ん。子どもの目の健康を守るためには、一人ひとりの目の状態や生活環境、活動内容に応じた 
適切な対応が大切です。判断に迷う場合には、眼科専門医や学校医にご相談ください。ご家庭、
学校、眼科医が連携し、子どもたちが安心して学び、遊び、健やかに成長できる環境づくりへの
ご理解とご協力をお願いいたします。 
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